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得
し

た
生

命
だ
っ

た

だ
ろ

う
か

。

彼
が

自
己
認
識

に
よ

り
獲

得
し
た
の

は
、

主

観
の

中
で

語
る

客
観
を
み

る

自
我
で

あ
っ

た
。

Ω
o

冥
の

流
入
で

変
容

す
る

自
我
は

全
我

≧
＝
o
げ

に
な
る
の

で

あ
る

。

し
か

し、

か
つ

て

の

自
我
は

個
我
と

し
て

残
さ
れ
て

い

る
。

低
次
の

自
我
と

高
次
の

自
我
が

存
在
す
る

こ

と
に

な
る

。

主
観
の

中
の・
客

観
も
決
し
て

融
合
は
し
な
い

。

つ

ま

り
す
べ

て

は

分
化
さ
れ、

細
分

化
さ
れ

、

独
立
し、

そ
れ
が
有
機
的

に

繋
が
り
あ
っ

て

い

る

と

い

う
構
図
な
の

で

あ
る、．

こ

れ
ら
す
べ

て

を
行

う
の

は
上

位
に

い

る

Ω
¢剛
簿

な
の

で

あ
る

。

そ

の

Ω
Φ四
。゚

け

か
ら

保

障
さ

れ
る

こ

と

で

人
間
が

神
化
さ
れ
る

と

い

う
図
式
が

み

て

と
れ

る
。

Ω
Φ

蜂

は

ど
こ

ま

で

も

人
間
の

外
に

あ
る

。

神

聖
な
る

精
神
世

界
O
 

聾
を

信

奉
す
る

宗
教

性
が
シ

ュ

タ

イ
ナ

ー
の

思
想
を

貫
い

て

い

る
の

で

あ
る

。

井

筒
俊
彦
の

神
秘
主

義
論
と

そ
の

意
味
構
造

澤

　
井

　
義

　
次

　
イ
ス

ラ

ー
ム

哲
学
と

東
洋
思
想
の

世

界
的
な

碩
学
と

し
て

知
ら
れ
た

井

筒
俊

彦
は

、

晩
年
に

「

東
洋
哲
学
」

の

構
築
を
目

指
し
た．、

今
回
の

発

表

で

は
、

井
筒
が

哲

学
的
思

惟
の

基

底
を
な

す
と

捉
え
た

神
秘
主
義
に

注
目

し
、

彼
の

神
秘
主
義
論
の

意

味
構
造
を

考
察
し

て

み

た

い
。

　
ま

ず、

井

筒
が
「

神
秘
主

義
」

を
ど
の

よ

う
に

考
え
て

い

た
の

か
を
明

ら
か
に

し
て

お

き
た
い

。

彼
に

と
っ

て

神
秘
主

義
と
は

「

日
常
的

存
在

体

験
を
超
え
た

次
元
で

の

存
在
体
験
」

で

あ
っ

た
。

意
識
の

深
層
を
拓
く
こ

と

で
、

は
じ
め

て

存
在
の

深
層
を

把
握
で

き
る

。

し
た

が
っ

て
、

自
ら
そ

れ
を

体
験
し
た
こ

と
の

な
い

人
に

は
理

解
さ

せ

る

こ

と

が
で

き
な
い

。

と

こ

ろ

が、

人
間
は

ど

う
し

て

も．
茜

詮
不
及
な

も
の

を
知
解
に
よ

っ

て

論
考

し
三
口

語
化
し
よ

う
と

す
る
。

こ

の

よ

う
に

井
筒
は

哲
学
的
思
惟
と
神
秘
主

義
が
「

互
い

に

断
ち
が
た

い

宿
命
の

き

ず
な
」

に

よ

っ

て

固
く
結
ば

れ
て

い

る
と

説
き、

神
秘
主

義
の

本
質
的
特
徴
と

し
て
、

神
秘
主
義
的
な
存
在

体
験
と

哲
学
的
思
惟
の

融
合、

根
源
的
な

結
び
つ

き
を

考
え
た

。

神
秘
主

義
に

関

す
る

こ

う
し
た

理

解
の

仕

方
は
、

本
質
的
に

彼
の

初

期
の

著
書

『

神
秘
哲
学
』

二

九
四

九

年）

か

ら

遺
著
『
意
識
の

形

而
上

学
』

（

一

九

九一、
一
年）

に

至
る

ま
で

変
わ

る

こ

と

が

な

か
っ

た
。

　
井
筒
は

神
秘
主

義
を

次
の

二

類
型

に

分

け
た

。

そ

れ

ら
は

有

神
論
的

（

あ
る
い

は

人
格
神
的）

な

神
秘
主

義
と

無
神
論
的
（
あ
る

い

は

非
人
格

神
的）

な
神
秘
キ

義
で

あ
る

。

こ

う
し

た

彼
の

神
秘
主

義
理
解
は
ル

ー

ド

ル

フ
・

オ
ッ

ト
ー

が
説
い

た
神
秘
主
義
の

二

類
型、

す
な
わ
ち
「

神
の

神

秘
主
義
」

（
Ω
o
誹
Φ
。゚

B
団

。゚

江
屏）

と

「

魂
の

神
秘
主

義
」

窃
09

Φ
口

巨
望
。゚

什

貯）

に

対
応
す
る

。

井

筒
は

オ

ッ

ト
ー
の

神
秘
主

義
論
に

言

及
し
な
が
ら、

こ

れ
ら
二

類
型
の

神
秘
主
義
は
対
蹠
的
に

も
み

え
る

が、

本

質
的
に

同
じ

で

優
劣
は
な
い

と

言

う
。

意
識
を
多
層
的
構
造
体
と

し
て

モ

デ

ル

化
し、

表

層
意
識
か
ら

深
層
意
識
へ

の

広
が
り
の

巾
で

捉
え
た
井
筒
は、

こ

れ

ら
二

類
型
の

神
秘
主
義
が
同
じ
意
味
論
的
構
造
を
も
つ

と
考
え
た

。

　
ま
た
彼
は

神
秘
主
義
の

主
要．
な
特
徴
と

し
て

次
の

三

点
を

挙
げ
た

。

第

一

の

特
徴
は、

経
験
的
世

界
（
リ

ア

リ

テ

ィ
）

が

多
層
的

構
造
を

な
す
と

い

う
点
で

あ
る

。

「

現

実
」

と

呼
ば

れ
る

リ

ア

リ
テ

ィ

は

垂

直
的
方
向
に

広
が
っ

て
、

存
在

領
域
の

多
層
的
構
造
を
な
し
て

い

る
。

第
二

の

特
徴
と

し
て

、

彼
は
意
識
の

多
層
的
構
造
を

挙
げ
た

。

こ

の

点
は

神
秘
主

義
の

名

に

相
応
し
い

特
徴
で

あ
る
が、

人
間
の

意
識
は
リ
ア

リ

テ

ィ

と

同
じ
多
層

構
造
を
も
つ

と
い

う
。

意
識
は

表
層
か
ら

最
深
層
に

及
ぶ

垂

直
に

重
な

る
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領
域
の

広
が

り
を
も
っ

て

お
り、

し
か

も

意
識
の

多
層
と

リ

ア

リ
テ

ィ

の

多
層
の

あ
い

だ
に

は、

一

対
一

の

対
応
関
係
が

成
り
立

つ

と

井
筒
は

考
え

た
。

さ
ら

に

第．】
の

特
徴
と

し
て
、

彼
は

意
識
の

深
化
の

た

め

の

方
法
的

組
織
的
な
修
行
の

存
在
を
挙
げ
た

。

意
識
の

深
層
を

開
く
た
め

の

修
行
と

し
て
、

彼
は

坐
禅
や
ヨ

ー

ガ

な
ど

に

注
目

し
た
。

こ

の

よ

う
に
井
筒
は
、

存
在
の

深
み

を
含
む

多
層
的
構
造
こ

そ
が

真
の

「

現
実
」

で

あ
る

と

し
、

井
筒
「

東
洋
哲
学
」

の

構
築
を
め

ざ
し
て
、

神
秘
主

義
の

構
造
を

意
味
論

的
に

論
じ

た
。

　

彼
に

よ

れ

ば
、

言
語
は

元
来、
「

意
味

分
節
」

を
本

源
的

機
能
と
す
る

。

「

現
実
」

は

無
数
の

語
（
コ

ト

バ
）

に

よ
っ

て

現

象
す
る

意
味
の

網
目

構

造
を
な

す
。

と
こ

ろ

が
言

語
は、

形

而
上

学
的

思
惟
の

極
限
（

「

意
識
と

存
在
の

ゼ

ロ

・

ポ
イ
ン

ト
」

）

に

位
置
す
る

神
秘
主
義

的
な
存
在
体
験
に

つ

い

て
、

そ
の

意

味
指
示
的
有

効
性
を
喪
失

す
る
。

「

意
識
と
存
在
の

ゼ

ロ

・

ポ
イ
ン

ト
」

に

お
い

て、
「

形
而
上
的
な
る

も
の
」

そ
れ
自

体
は

絶

対
無

分
節
か

つ

コ

ト
バ

以

前
で

あ
る

。

し
か

し、

哲
学
的
思

惟
は

井
筒

「

東
洋
哲

学
」

の

視
座
か

ら

み
れ
ば、

絶
対
的
意
味
無
分
節
た
る

「

形
而

上

的

な
る

も
の
」

そ
れ

白
体
を
「

全

存
在

界
の

窮
極
の

始

点
（

ア

ル

ケ

ー

と

と
し
な
が
ら

意
味
分
節
的
な
リ

ア

リ

テ

ィ

壷、＝
凵

説
し
よ

う
と
す
る

。

そ
れ

は

ま
さ

に
井
筒
の

い

う
「

神
秘
哲
学
」

と

し
て
、

神
秘
主

義
的
な
存

在
体
験
の

ロ

ゴ

ス

化
で

あ
る
と

同
時
に
、

言
語
意
味
論
的
な
世
界
観
学
と

し
て

の

言
語
哲
学
で

あ
っ

た
。

つ

ま
り、

井
筒
「

東
洋
哲
学
」

は

神
秘
主

義
を

哲
学
的
思
惟
の

始
点
（
ア

ル

ケ
ー

）

と

し

て
、

そ
の

哲
学
の

基
盤
へ

と

組
み
込
む
こ

と

に
よ

っ

て、

神
秘
主

義
と

哲
学
の

本
質
構
造
的
連
関
を

意
味
論
的
に

明
ら

か
に
し
た

豊．
蓐
尺

る

で

あ
ろ

う
。

第
六

部
会

『

雑
阿
毘
曇
心

論
』

業
品
に
お

け
る

無
間
業
の

最
大
罪
と

最
大
果
に

つ

い

て

智

　
谷

　
公

　
和

　
「

雑

阿
毘
曇
心
論
」

（
しり

餌

月
矯

爵
鼠
σ

竃

警
髯
日
鋤
ー

ロ

琶
契
p−
圏
の

窪
p

大
正

蔵
経

乞
ρ

一

91

認’

以
下
『

雑
心
論
』

と

略
す
）

業
品
（
国

母
日
甲

巳
「

α
 

診
）

に

お

け
る、

無

間

業
の

最

大
罪
と

最
大
果
が

説
か

れ
て

い

る

偈
と

長
行

は
、

一

七
一

偈
と

そ
の

長
行
で

あ
る

。

そ
れ
ら
の

偈
と

長
行
は、

大
正
蔵

経
二

八

巻
八

九

九

頁
中
段
一
一

行
か

ら
ド

段
五
行
ま
で

で

あ
る

。

　
こ

の

偈
と

長
行
を

取
り
上

げ
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

無
間
業
の

最

大
罪
と

最
大

果
に

つ

い

て

論
述
し

て

い

き
た

い
。

論
述
方
法
は

、

『
雑
心

論
』

と

玄
奘
訳
『

倶
舎
論
」

や
、

こ

の

漢
本
に

相
応
す
る

プ
ラ

ダ
ン

本
の

梵
文
を

参
照
し
、

「

称
友
疏』

等
を
対
比
さ
せ

て
、

ま
た

、

『

順
正
理
論
』

も
参
考

に

し

な
が

ら
、

無
間
業
の

最
大
罪
と

最
大
果
に
つ

い

て
、

述
べ

て

い

く
も

の

で

あ
る

。

　
『

雑
心

論
』

の

無
開

業
に
お

け
る

最

大
罪
と

最

大
果

が
説
か
れ
て

い

る

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
は

か
い

一

七
一

偈
は

、

「

妄
語

も
て

僧
を

破
壊
す
る

は
、

諸
の

業
に

於
て

最
悪
な

り。

第
一

有

中
へ

の

思
は

、

是
を

最
大
の

果
と

説
く．、

」

こ

れ
を
一

七
冖

偈
と
そ

の

長
行
を

参
照
し
て

解
釈
し

て

み

れ
ば
、

「

妄
語
（
B
窃
甲
く

巴
p
）

に

よ
っ

て

僧
が

教
団
を

破
壊
す
る

の

は
、

も
ろ

も
ろ

の

業
に
お
い

て

最
も

重

罪
（
ヨ
帥

鼠−
路
く

巴
団

巴

で

あ

る．、

善
（
働

⊆

σ
匡
p。
）

の

業
に

つ

い

て
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